
34　S All
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35　S A12
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39　S Al7・S A19

40　SA18覆土
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41　SA18遺物出土状況

42　S A26
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43　SA28・SA31（SA27・SCg）

44　S A28・S A31

ー269－



45　SA29・SA36（SA37）

46　S A30

ー270－



47　SA32

48　SA33・SA34（SC14）
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49　S A35

50　S A39
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52　S C7

53　S C8 54　SClO・SCll

55　SC12
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56　SC13



57　SA2　出土土器・鉄器・金属加工製品
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367

58　SA3・SA4　出土土器・石器
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59　SA14・SA5～SA9　出土土器
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403

60　SA g～SAll　出土土器・鉄器
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422

61SA12出土土器
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62　SAl2～SAl9・SA42出土土器
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63　SAl8・SAl9出土土器
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64　SA21～SA24出土土器
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65　SA24・SA25出土土器
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66　SA26～SA28・SA31出土土器
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559



67　SA29・SA30　SA32・SA33出土土器
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⑳597

68　SA34～SA38出土土器・土製晶

－285－



十＿二

69　SA39～SA41包含層出土土器・玉類
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72　S El・S E2
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73　SEl　覆土（1）

74　中世の石鍋・土器・磁器
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第Ⅴ章　理化学的検討



野久首遺跡におけるプラント・オパール分析

古環境研究所

（1）はじめに

この調査抜、プラント・オパール分析を用いて、野久首遺跡における稲作跡の検証と探査

を試みたものである。以下に調査結果を報告する。

（2）試料

1990年6月18日に現地調査を行った。調査地点は、B6区東壁およびA6区西壁の2地点

である。前者の土層は1層（現表土）－7層に分層された。このうち、5層（黒色の有機質

土）では、溝状遺構などが検出されたことから、水田層の可能性が考えられていた。後者の

土層は1層（現表土）～4層に分層された。このうち、3－4層は黒色の有機質土である。

試料は、容量50C諺の採土管などを用いて、各層ごとに5－10。m間隔で採取した。図1に、

土層断面図と分析試料の採取箇所を示す。試料数は計16点である。

（3）分析法

プラント・オパールの抽出と定量は、「プラントオパール定量分析法（藤原，1976）」を

もとに、次の手順で行った。

1試料土の絶乾（105℃・24時間），仮比重測定

2　試料土約19を秤量，ガラスビーズ添加（直径約40〃m，約0．029）

※電子分析天秤により1万分の19の精度で秤量

3　電気炉灰化法による脱有機物処理

4　超音波による分散（300W・42KHz・10分間）

5　沈底法による微粒子（20！∠m以下）除去，乾燥

6　封入剤（オイキット）中に分散，プレパラート作成

7　検鏡・計数

同定は、機動細胞珪酸体に由来するプラントオパール（以下、プラント・オパールと略

す）をおもな対象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以

上になるまで行った。これはほぼプレパラート1枚分の精査に相当する。試料19あたりの
4

ガラスビーズ個数に、計数されたプラントオパールとガラスビーズ個数の比率をかけて、

試料19中のプラント・オパール個数を求めた。

（4）分析結果

分析試料から検出されたプラント・オパールの分類群は次のとおりである。イネ科につい

て、イネ，ヨシ属，ウシクサ族（ススキやチガヤなど），シバ属。タケ亜科について、A1
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aタイプ（ネザサ節など），Blタイプ（クマザサ属など），その他。不明について、Aタイ

プ（キビ族類似），Bタイプ（ウシクサ族類似），棒状珪酸体，その他。樹木について、ブナ

科Aタイプ（シイノキ属）、ブナ科Bタイプ，ブナ科Cタイプである。なお、タケ亜科の細

分は杉山（1987）によった。

これらの分類群について定量を行い、分析結果を表1に示した。また、図2にイネのプラ

ント・オパールの検出状況を示した。巻末に各分類群の顕微鏡写真を示す。

（5）考察

1　稲作について

水田跡（稲作跡）の検証や探査を行う場合、一般にイネのプラント・オパールが試料1g

あたりおよそ5，000個以上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能

性が高いと判断している。また、その層にプラント・オパール密度のピークが認められれば、

上層から後代のものが混入した危険性は考えにくくなり、その層で稲作が行われていた可能

性はより確実なものとなる。以上の判断基準にもとづいて、各地点ごとに稲作の可能性につ

いて検討を行った。

B6区東壁地点では1－7層と酸化鉄集積層、A6区西壁地点では、1－4層について分

析を行った。その結果、両地点とも1－3層でイネのプラント・オパールが検出された。こ

のうち、前者の1層（現表土）では、プラント・オパール密度が23，500個／9と極めて高い

値である。これは同地点の現況が水田であったことと符合している。また、前者の2層およ

び後者の1－2層でも密度が4，000個／9前後と比較的高いことから、これらの層で稲作が行

われていた可能性は高いと考えられる。一方、両地点の3層では、密度が900－2，200個／9

と低いことから、稲作の可能性はあるものの、上層から後代のプラント・オパールが混入し

た危険性も考えられる。

以上のことから、同遺跡で本格的に稲作が開始されたのは、両地点ともに2層の時期以降

と推定される。

プラント・オパール分析で同定される分類群のうち、栽培植物が含まれるものには、イネ

以外にも、キビ族（ヒエやアワなどが含まれる）やムギ類、ジュズダマ属（ハトムギが含ま

れる）などがあるが、同遺跡ではこれらのプラント・オパールは検出されなかった。

2　古環境について

B6区東壁地点の5層およびA6区西壁地点の3－4層は、黒色の有機質土であり、その

成因が問題となっていた。これらの層では、タケ亜科（おもにネザサ節）が卓越しており、

プラントオパール密度は10万個／9前後にも達している。このことから、黒色土層の時期は、

遺跡周辺にはネザサ節などのタケ亜科植物を主体とする草原植生があり、土壌中に多量の有

機物を供給したものと推定される。
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黒色土層の上層では、タケ亜科は急激に減少し、かわって樹木起源（ブナ科）のプラント

オパールが増加する傾向が見られた。このことから、この時期にはなんらかの原因でタケ亜

科植物が減少し、遺跡周辺ではブナ科の森林植生が増加したものと推定される。

〈参考文献〉

杉山真二1987．タケ亜科植物の機動細胞珪酸体．富士竹類植物園報告，第31号：70－83．

藤原宏志1976．プラント・オパール分析法の基礎的研究（1）一数種イネ科栽培植物の珪酸

体標本と定量分析法－．考古学と自然科学，9：15－29．

藤原宏志1979．プラントオパール分析法の基礎的研究（3）－福岡・板付遺跡（夜目式）

水田および群馬・日高遺跡（弥生時代）水田におけるイネ（0．sativa L．）

生産総量の推定－．考古学と自然科学，12：29－41．

藤原宏志・杉山真二1984．プラントオパール分析法の基礎的研究（5）－プラント・オ

パール分析による水田址の探査一．考古学と自然科学，17：73－85．

－291－



（

⊂知

＼
庄司
－1く－

C⊃

C⊃
▼－■

×
°　　▼

坦

些

畔
墟
蓋

世
e
＿ゝ

－ヽ

I

㌔′．．

、

・k
●

⊥

′ヽ

1卜

†ヽ

lO

十一ヽ
t＿＿二ナ

確
り

遺
贈
如
べ
駄

′

忙
e
S
・ペ

t

惟

怒　 哩
Cn ⊂⊃　　　 亡、　　　 ［、 くつ　　　　　　　　　 、、　　　 、D しn　　　 ［、 寸

、r　 世
．ゝ」

髄　 蝶

m
t－」

寸　　 †→　　　 0 0
m

N　　　　　　　　 t・－」　　　 Cn 0つ　　 †－」 ［－・
トー

N C0　　　 m Ln　　　　　　　　 O 〇 （X ）　　 0〇　　　 Ln （X）

00

q⊃　　　　　　　　 Cに）

0 つ
l

［、

▼・．」

0 つ

0 つ

N

C⊃　　　 Cに）　　 †－」

［、一

〇〇　　　 Ln　　　 Oつ　　　 q⊃

トー
†－」

N
l

ト一

口つ

N

m

0つ　　　　　　　　　 いつ
†一一」

Cに）　　 Cの　　　 N

1－1　　　 N　　　 ［、

ト一　　　 寸　　　 の

N
0 つ

しn
l

Liつ

囁

N

［、

†－」

⊂⊃　　　 「」　　　 ト一
寸　　　　　　　 †・・」

LJつ　　 ・CO　　 I－」

N　　　 LJつ　　　 u

Ln　　　 q ⊃　　　 Ln　　　 F、

▼・■
CO

N
膏　 ふ

嘲　 「

寸

トー

Ln　　　　　　　　　 Cn
0つ

0つ　　　 Cn　　 I－」

N　　　 rJ　　　 N　　　 C⊃
†・・」

トー　　　 N　　　 Pー　　　 N

「」

Cn　　　 P、

C n
C．D

寸
寸 Ln　　　　　　　　　 Cn †－」　　　 Ln　　 l－」　　　 Cの t－」

Ln

C n
Lr〕

湛

N

†－」

CX〕　　　 Ln

〔、－　　　　　　　　 †・→

m　　　 Ln　　　 C ）

「■

u　　　　　　　　 N　　　 Oつ ．

0つ

▼－」

ト、
】 N

トー

m　　　 N　　　 U⊃ N　　　　　　　　 寸　　　 CD N

亡、－　　 （．C〉　　　 N

0つ
寸

凶

†－」

ト、　　　　　　　　 1－1

［、一　　　 トー　　　 N

t－」

N　　　　　　　　 N　　　 寸

N

I．」

（、D
l †－」 Cn　　　　　　　　 C⊃ N　　　　　　　　　 N　　　 Ln （．D　　　 N

〔、－　　　 0つ　　　 トー

†・・・」
（．D　　　 寸

ロコ　　 0 つ

N

T－」

†－」

N　　　　　　　　 U⊃　　　 「が

I→　　　　　　　　　 †－」

寸　　　 トー　　　 q⊃

I－1

、－　　　　　　　　　 Cn　　　 Oつ

［、

Lrつ
N　　　　　　　　 寸　　　 寸 eq　　　　　　　　 q⊃ N　　　 Ln 〔、－

（X ）　　 （、D　　　 C：0

00
†・－■

Ln　　　　　　　　　 C．D　　　 L∫つ

t－」

寸　　　　　　　　 （．D

「1

00　　　 CD

U⊃

Ln
寸　　　　　　　　 の　　　 寸 寸　　　　　　　　 C ⊃ ∽　　　 00 ［、

0つ

C n
▼－－1

Ln　　　　　　　　　 亡、　　　 L∫つ

「・」　　　　　　　　　 l－1

1＿ロ　　　 トー　　　 ⊂⊃

†・．」

（．D　　　　　　　　 N　　　 N

ト、

N
m　　　　　　　　 Lr〕　　　 ∽ 0 つ　　　 「」　　　 トー N　　　　　　　　 Lrつ　　　 く、D †－」 ⊂⊃
N　　　　　　　　　 ▼－」 N N †－」 N

†・・－1

鈷

蛸

　　　（　　　　　　　　　　　（
1 J　 I J

　　　 （

　　　（
哩

功一

痛

史

【ゝ′‾ヽ＼

1

●　　　　　　　　　　　－
さ 、

騒　 嘩 顆 ＼－ ？′′

l皿′

寮　 を ‾ 　　　（
要　 塞 ′ヽ ■＼

東

●

「∠＿＿

米管 告 ・ 一車 顆　 車
eヽ　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　（

′キ　 ト 蛸　 へ　 堕 泰　 療 ： 鮭

査
車 ）　 へ 匁　 ′ヽ　 髄 十　 十、　 十 、

哩　 べ＼ ．哩 田　 ）　 畢 叶　 か　 出　 挙 ト 、 ‘ト ． ‘卜

′舟 ，ヽ　 ′ヽ　 て 一　 一　 e ）　 ）　 案　 e 　　　）　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　＼－＿／
／＼

l上

下＼

＼■　　 m　　 亡＼　 ′ヽ く　 田　 ヰノ ′
可　 田　 華　 中 くく　 ロコ　 U

　ヽ ′軽　 症 告 ： 組 ．廉 K ・ ！罫 趣　 媒



（

⊂丸

＼
B司

、4て．－

⊂⊃

C⊃

I．・」

×
°　　°

坦

些

N ⊂⊃ ▼－1　　 0 0　　 N　　 ト、　　 Ln　　　 C n　　　 Oつ 0 〇　　　 いつ
I

寸

囁　 「

トー
I－」

C n　　　 Oつ

q⊃　　　　　　　　 ⊂〕
⊂〕　　　　　　　 ▼・・」

†－」

C n　　　 トー　　　 C n

▼・・」　　　 N　　　 Lrつ　　　 C D

（．D　　　 Cエ）　　 （エ）　　 L∫つ

寸
LJつ

†・・・」

C n　　　 C n　　　 、＿　　　 Ln
I－」 いつ　　　 「」　　 ト、 N　　　 N　　　 N　　　 C 〕 「」

［、－　　　 C n

［、
寸

留

樹　 の

1－1

C n　　　 C n　　　 C ）

N

1－・」

（．D　　　 ト一　　　 〇〇

1・－1

［、　　　　　　　　 トー　　　 く＝）

（．C）

†－」

C n
紅

凶

（．D　　　 N

N 0 0　　　 ▼－1　　 0 0 ▼－」　　　　　　　　 ▼－」　　　 N I－」

N　　　 〔、

⊂⊃
†－」

Ln　　　　　　　　 N　　　 Cに）
の　　　　　　　 寸　　　 N

［、　　　　　　　　 †－」

C⊃　　　 亡、　　　 の
く．C〉　　　　　　　　 （．D

▼－■

寸　　　 寸　　　 寸　　　 C〇
T－」　　　 †－」

いつ

▼・．1

0 0

可

t－」 ▼－」　　　　　　　　 の　　　 Lr）

「－1

、－　　　　　　　　　 C D

「■　　　 ［、

Ln　　　 u　　 （、〇　　　 〇〇

q⊃

0 0　　　 寸　　　 Ln

N
L r）

ト、寸　　　　　　　　 N　　　 N
l－」

（：：0　　　　　　　　 の
0 つ

N　　　 t－」　　 「■　　　 Ln ［、　　　 N C n
（X）

鈷

圧Ⅲ′

蛸

／‾・、＼　　　　　　　（
i J　 1 J

／‾‾・．＼

哀

東一

顧

慮

【ゝ・．・＼

l
－　　　　　　　　　●

さ ヽ＼

⊂ヱ　　 顕； 虹［； ＼－ ？／．
七叫　　 米K 　（　　　 米賞 一＼

東

●

■」

車　 生 尋 i ：膳 ′ヽ

°ヽ　　　　　　　（　　　　　　　／‾‾‘‘‘・＼

米訟

査

告 、 車 紫　 車

′略　 卜 蛸　 べ＼　 堕 療　 療 ： 轟

車 ） ． ・へ 匁　 ′ヽ　 髄 十、　 十 、　 十 、

甲　 で＼ 些 d　 ＼J　 単 身　 中　 出　 塁 ト 、 ‘ト ． ‘卜

′舟　 ′ヽ　 ′ヽ　 て ｛　 →　 e ）　 ）　 案　 e ＼、＿／　　　　　　　）　　　　　　　　　　）
ノ＼

1上

下 ＼

ヽ一　　 m　　 亡 ＼　 ′ヽ 可　 田　 亘ノ ′
可　 田　 華　 中 可　　 ロコ　　 U

＼　 ′痘　 瘡 套　 組　 顆 K ・ i罫 恕　 媒



B6区東壁

0

万個／9

1　　　　2　　　　　3

A6区　　　万個／9

0　　　　1　　　　2

図1　イネのプラント・オパールの検出状況

（注）●印は分析試料の採取箇所
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妙見遺跡出土の木材炭化物

宮崎大学農学部　大　塚　　　誠

えびの市東川北の妙見遺跡（縄文時代・古墳時代）から出土した木材炭化物について、横

断面（木口面）、接線断面（板目面）、放射断面（まさ日面）での組織構造上の特徴を、反射

顕微鏡および走査型電子顕微鏡によって観察して樹種の識別を行った。その結果を報告する。

結　果

1．MKN．C－7－Ⅴ　黒

広葉樹　散孔材　　ツバキ科（THEACEAE）

サカキ（Cleyera japonica Thunb．）であろう。

常緑高木 （写真－1）

2．MKN．E－7－Ⅳ

針葉樹　ヒノキ（Chamaecyparis obtusa Sieb．et Zucc．）

早材部から晩材部への移行は緩やかで、晩材幅は狭い。樹脂細胞は接線状に分布

しその数は少ない。放射組織は柔細胞のみからなり、その垂直断面は円形または広

楕円形である。分野壁孔はヒノキ型　　　　　　　　　　　　（写真－2）

3．MKN．SA－9－上部

木材ではない。樹木の果実のようであるが、細かく割れているので判断出来ない。

4．MKN．S A－9

広葉樹　散孔材　クスノキ科（LAURACEAE）

タブノキ（Machilus thunbergiiSieb．et Zucc．）あるいは

カゴノキ（Actinodaphnelancifolia Meissn．）であろう。

常緑高木 （写真－3）

5．MKN．SA－19－97

広葉樹　環孔材　ツブラジイ（コジイ）（Castanopsis cuspidataSchottky）

常緑高木

6．MKN．SA－19－98

広葉樹　環孔材　　コナラ（Quercus serrata Thunb．）

落葉高木

7．MKN．SA－19－107

広葉樹　環孔材　クリ（Castanea crenata Sieb．et Zucc．）
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（写真－4）

（写真－5）



落葉高木 （写真－6）

8．MKN．S A－24－59

広葉樹　放射孔材　　カシ（アカガシ属　Cyclobalanopsis Oerst．）

道管の配列状態から　シラカシ　または　ウラジロガシ　であろう。

常緑高木

9．MKN．S C－10－1

広葉樹　環孔材　クリ（Castanea crenata Sieb．et Zucc．）

落葉高木

10．MKN．S C－10－2

広葉樹　環孔材　クリ（Castanea crenata Sieb．et Zucc．）

落葉高木

11．MKN．S CT12

広葉樹　散孔材　　モッコク（Ternstroemia japonica Thunb．）

常緑高木

（写真－7）

（写真－8）

（写真－9）

ま　と　め

妙見遺跡から出土した木材炭化物の樹種識別を行った結果、針葉樹のヒノキ1点、広葉樹

のクリ3点、ツブラジイ（コジイ）、コナラ、カシ、モッコク、ツバキ科の樹種およびクス

ノキ科の樹種各1点の8樹種を認めた。出土した広葉樹は総て暖帯林に成育する樹種で、妙

見遺跡周辺にはシイノキ、カシノキなどを主とする照葉樹林が広がり、ヒノキなどの針葉樹

も点在していたものと想像する。気象条件は現在とそれほど変わりはなかったであろう。

試料“SA－9－上部”からは樹木の果実と思われる炭化物が出土しており、周辺の山野

に成育するクリ、シイノキ、カシノキなどの果実は食糧とし、住居用材として広葉樹や針葉

樹を伐採して利用したのであろう。
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Ⅵ 総 括



今回報告した野久首遺跡・平原遺跡・妙見遺跡の3遺跡から得られた情幸田ま膨大な量に上

る。特に野久首遺跡の山間部の特徴を示す弥生土器、平原遺跡の古墳時代の「埋棄」炉と古

代末の塚墓の検出、妙見遺跡での縄文早期の遣物、中でも平柿式の祖型式の認識や多量に上

る石器の出土、古墳時代の集落の検出、そこからの鋳造鉄斧の出土、中世の溝で切断された

小集落などは、特筆すべき貴重な事例と言え、南九州の各時代を研究する上での基礎的な資

料になると確信する。

しかしながら、調査段階から整理段階に至るまでには多くの不備も存在する。国土座標に

基づく位置表示の未実施や理化学的分析の不十分さなどを挙げることができる。ともあれ、

多くの人の協力・助言やご指導を得て、無事に報告書刊行にこぎつけることができた。これ

からも、この貴重な遺跡の発掘調査で得られた資料を、少しでも多くの人に知ってもらうた

めの努力を続けていきたい。

尚、本報告中では一切の敬称を略している。ここでその非礼を深くお詫び申し上げたい。

最後に、発掘調査時からの協力者のお名前を記してむすびとしたい。

荒木　慶子　岩永　哲夫　飯田　博之　石川　悦雄　　鬼束美佐子　面高　哲郎

清田　純一　　乗畑　光博　近藤　協　新東　晃一　　菅付　和樹　谷口　武範

田原　辰子　　中野　和浩　　能登　健　橋本　英俊　　北郷　泰道　　前迫　亮一

宮坂　孝宏　宮田　栄二　森　美知子　八木沢一郎　柳沢　一男　（五十音順）
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書　　　　 名
の　く　び　　　　　　ひらぼる　　　　　　みょうけん
野久首遺跡 ・平原遺跡 ・妙見遺跡

副　 書　 名
九州縦貫自動車追（人吉～えびの間）建設工事に
ともなう埋蔵文化財調査報告書第2集

編　集　者　名 吉　 本　 正　 典

著　 者　 名 吉　 本　 正　 典 ・戸　 高　 真知子

編　集　機　関 宮崎県教育委員会

所　 在　 地 〒880 宮崎市橘通東 1丁目9 －10

発行年 月 日 1994 （平成6）年3月31日

所 収 遺 跡 名 所　　 在　　 地 調　 査　 期　 間 調　 査　 面　 積 調　 査　 原　 因

野　久　首　遺　跡
えびの市大字 1990年4月26日－

820 m？
自　 動　 車　 道

東川北宇野久首 1990年7月10日 建　 設　 工　 事

時　　　　　 代 主　　 な　　 遺　　 構 主　　　 な　　 遺　　 物 特　 記　 事　 ‾項

縄　 文　 時・代

弥　 生　 時　 代

近　　　　　　 世

早期 ・後期土器 ・石器

中期土器 ・石器

陶磁器片

異形嚢

所 収 遺 跡　名 所　　 在　　 地 調　 査　 期　 間 調　 査　 面　 積 調　 査　 原　 因

r
r

平　 原　 遺　 跡
えびの市大字 1990年7月4 日－

3 ，900I迂
自　 動　 車　 道

東川北字平原 1991年1月8 日 建　 設　 工　 事
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時　　　　　 代 主　　 な　　 遺　　 構 主　　 な　　 遣　　 物 特　 記　 事　 項

古　 墳　 時　 代 「埋嚢」遺構 土師器

古 代　一　中　世 掘立柱建物 土師器 ・須恵器

塚墓 ・土墳墓 ・土坑 陶磁器 ・ふいご羽口

所 収 遺 跡　名 所　　 在　　 地 調　 査　 期　 間 調　 査　 面　 積 調　 査　 原　 因

1妙　 見　 遺　 跡
えびの市大字 1991年5月27日～

4，300 m 2
自　 動　 車　 道

東川北字妙見 1992年3月16日 建　 設　 工　 事

時　　　　　 代 主　　 な　　 遺　　 構 主　　 な　　 遺　 ．物 特　 記　 事　 項

旧　石　器 時 代

縄　 文　 時　 代 集石遺構13基

旧石器（ナイフ形石器他）

早期土器・石器、後期土器 平柿式前段階

古　 墳　 時　 代

中　　　　　　 世

竪穴住居42基 ・土坑14基

竪穴住居 1基 ・掘立柱

土師器 ・須恵器 ・ふいご

羽口 ・鋳造鉄斧 ・鉄鉱

土師器・瓦器質土器・滑石製石鍋

建物 1 棟・溝状遺構 2 条 陶磁器
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